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夏期の電力需給対策について 

 

このことについて、平成23年５月13日付け23消安第1018号をもっ

て、農林水産省消費・安全局長から別添写しのとおり公益法人に対

し今夏における節電の具体的な計画の策定及び実施について会員各

位に周知徹底を行い、適切な対応を願いたい旨通知がありました。 

 このたびの通知の内容は、東日本大震災発生後における電力の供

給不足に伴い、今夏の需要抑制目標を昨年に比べ１５％削減するこ

ととし、国民・産業界が一丸となって節電に取り組むための計画の

策定及び実施を求めたものです。 

貴会事務局におかれては、すでに各種節電対策を実施中とは存じ

ますが、別紙１「事務所における節電対策」を参考の上、対応を徹

底していただきますようお願いいたします。 

また、動物診療施設における節電対策については、別紙２「動物

診療施設における節電対策について」を貴会関係会員に配布の上、

あらためて目標達成に向けた協力を貴職から指導方お願いします。 

 

 本件内容の問合せ先  

 日本獣医師会総務担当 藤野  

       事業担当 古賀  

TEL 03－ 3475－ 1601 

 





［別紙１］ 

事 務 所 に お け る 節 電 対 策 

 

節電項目 節電対策 

照明 

・執務エリアの蛍光灯を間引き点灯する。 

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯や LED 照明に交換する。 

・使用していないエリア（会議室、応接室、廊下等）は消灯を徹底する。

・昼休みは消灯を心掛ける。 

空調 

・執務エリアの室内温度を例年より高めに設定する。 

・使用していないエリアは空調を停止する。 

・日射を避けるため、ブラインド、遮熱フィルム等を活用する。 

OA 機器 

・長時間離席するときは,OA 機器の電源を切るか、スタンバイ 

モードにする。 

・パソコンのディスプレーの照度調整等の設定を変更する。 

・プリンタ、コピー機、ＦＡＸの稼働台数を削減する。 

節電 

啓発 

・節電目標と具体策について、職員に周知徹底し実施する。 

・職員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供 

を行う。 

 

 



［別紙２］ 

動物診療施設における節電対策について 

             平 成 ２ ３ 年 ６ 月 

       社団法人 日本獣医師会 

 

 

東日本大震災発生後における電力供給力不足に伴う節電については、各所における取り

組みが行われているところですが、政府においては、今夏の電力の需給目標を均一の15％

減とし取り組むことを呼びかけています。 

政府目標を達成するためには、国民・産業界が一丸となって取り組むことが必要であり、

獣医界においても最大限の協力が求められるところです。 

つきましては、すでに多くの施設が取り組み済みとは思いますが、各動物診療施設にお

かれては、以下の事項を参考に節電対策について検討の上、効率的な電力使用に努めてい

ただきますようお願いいたします。 

 

１． 照明・空調の効率化 

ア 無人の処置室等の消灯、空調の停止 

イ 廊下・待合室・入院室等高い照度が必要でないところの照明の間引き 

ウ 電球の高効率蛍光灯やLED等への交換 

   エ 各部屋ごとの空調設定温度の見直し 

   オ カーテン、ブラインド・簾、扇風機の使用 

カ 閉扉による冷気流出の防止 

キ フィルター清掃等による空調の効率化 

    注：空調の停止、設定温度の変更については、受診・入院動物への影響を第一に 

考慮した上での対応をお願いします。 

 

２． 節電への取り組みの強化と施設内の普及啓発 

ア 節電担当者の任命 

イ 各施設の節電マニュアルの策定と節電担当者からスタッフへの普及啓発 

ウ 節電に関する普及啓発材料（ポスター等）の作成・配布・掲示 
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